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○ システムの概要 
 
環境アセスメントデータベース（EADAS）を利用する際には、下記ブラウザ

の最新版をご利用ください。これ以外のブラウザでは、システムが動作しないか

一部の機能が制限されることがあります。 
 
 Microsoft Edge 
 Mozilla Firefox 
 Google Chrome 
 Apple Safari 

 
・ マップとレイヤについて 

環境アセスメントデータベース（EADAS）は GIS を使用したシステムです。

GIS とは、標準地図や電子国土基本図といった背景の上にレイヤを重ね合わせ

て表示し、レイヤ個々に登録されている情報を引き出すことができるシステム

です。 
レイヤには大きく分けて点、線、面の３つの情報があります。これらを束ねた

ものをここではマップと呼びます。点情報として登録されているレイヤの例と

しては河川端点、レッドデータ土壌（点）などがあります。 
線情報として登録されているレイヤの例としては河川、港湾区域界などがあり

ます。面情報として登録されているレイヤの例としては湖沼、日本の地形レッ

ドデータ（面）などがあります。 
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・ 地図の投影法について 

環境アセスメントデータベース（EADAS）では地図の投影法として Web メ

ルカトル図法を使用しています。Web メルカトル図法は地球の球面を平面上に

表現するための投影法の一つで、赤道を基準に緯度が高くなるほど地図が引き

伸ばされる特徴があります。 

 
 

緯度が高くなるほど地図が

引き伸ばされます。 



環境アセスメントデータベース 

逆引ガイド 

3 
 

・ 地図の操作方法 

操作パネルでは、地図の拡大・縮小・移動、前後の画面への切り替えを行いま

す。 

  
 
 
メモ 
その他にも、マウスのドラッグ（クリックしたまま移動）で地図が移動します。

マウスのホイールを回すと地図が拡大、縮小します。 
 

※マウスの割り当てを変更（カスタマイズ）されている場合は、地図の移動、

拡大、縮小が行われない場合があります。 

 
 
メニューバーでは、情報選択、背景選択、凡例、地名等検索、情報抽出、計測、

作図メモ、印刷出力、URL 出力を行います。 

 

 

 

情報選択： 
地図上に表示する情報項目を一覧から選択することができます。 

 
背景選択： 
背景地図（標準地図、電子国土基本図、色別標高図など）を選択することができます。 

“地球”ボタンで小縮尺の日本地図を表示します。 

上下左右の矢印ボタンで矢印の方向へ地図が移動します。  

“左”ボタンでひとつ前の画面、 “右”ボタンで次の画面へ表示が 

切り替わります。 

“＋”ボタンで拡大表示、 “―”ボタンで縮小表示になります。 

スクロールバーをドラッグすると、縮尺が変わります。  

“手”ボタンを選択した状態では、地図をマウスドラッグで動かすことができます。 

また、  “＋”  ボタンで範囲を指定すると地図が拡大、  “―”  ボタンで範囲を        

指定すると地図が縮小します。 
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メモ 
メニューバーの各ボタンは、トグルボタンになっています。 
クリックする度に、パネルの表示・非表示が切り替わります。 

  

凡例： 
地図上に表示した情報項目の凡例を表示します。 

地名等検索： 
入力された文字列から位置検索を行い該当位置に移動できます。 

情報抽出： 

レイヤに対し、属性条件を入力して検索し、合致したデータを一覧表示することができます。 

また、図形と重なる範囲内に、レイヤの属性を検索することができます。 

計測： 
点、線、長方形、円、多角形での計測（座標表示、距離計測、面積計測）ができます。 

作図メモ： 
一時的に画面に任意の図形（点、線、長方形、円、多角形、文字列）を描画できます。 

印刷出力： 
印刷プレビュー、印刷（PDF、PNG、JPEG）することができます。 

URL 出力： 
URL で現在表示している地図を共有することができます。 
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メモ 
メニューをクリックすると、各機能のウインドウが表示されます。各ウインド

ウの上部には、機能の説明、ツールバーには、ウインドウを閉じることのできる

アイコン、ウインドウを畳むことのできるアイコンがウインドウ共通の機能と

して用意されています。 
 

 

また、ウインドウは、マウスでドラッグし、任意の位置に移動することができ

ます。 
 

  

 ウインドウを閉じることができます。 

 ウインドウを畳むことができます。 

機能の操作説明 
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・ 背景図を選択する 

メニューバーの「背景選択」をクリックします。 
「背景図の選択」パネルが表示されますので、表示したい背景図をクリックし

ます。 
背景図の表示がクリックした背景に変わったら、「背景図の選択」パネル右上

にある×ボタンをクリックしてパネルを閉じます。 

 
 

背景図に縮尺制限がかかっている場合、画面下に「選択している背景図は、こ

の縮尺では表示されません。」と表示されます。 
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 スケールバーの横に地図のズームレベルが表示されます。 

 
 
ズームレベル横のアイコン（  ）をクリックすることにより、国土地理院の

Web サイトに掲載されているズームレベルの説明ページが新規タブに表示され

ます。 
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メモ 
背景図は、下記より選択できます。 

 地理院地図（標準地図） 
 電子国土基本図（オルソ画像）（2007 年～） 
 全国最新写真（シームレス） 
 地理院地図（色別標高図） 
 地理院地図（淡色地図） 
 地理院地図（白地図） 
 基盤地図情報 
 赤色立体地図 
 ArcGIS Online 地形図 
 ArcGIS Online 道路地図 
 ArcGIS Online 衛星画像 
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○ 地図の基本操作 
・ 搭載されている地図を見たい 

地図を起動すると、「情報項目」パネルが表示されています。パネルが表示さ

れていない場合は、メニューバーから「情報選択」をクリックします。 

 
 
「情報項目」パネルの「表示設定」から表示する情報項目をクリックすると、

その情報項目に含まれる下位の情報項目が階層構造で別のパネルに表示されま

す。  
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全国環境情報をクリックした場合は、「全国環境情報」パネルが表示されます。 

 
 
情報項目は、階層構造で表示されますので、「＋」部分をクリックして下位の

階層を表示します。 
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情報項目は、「全て開く」、「全て閉じる」ボタンで階層を表示制御します。 

 
 
地図に重ねて表示することが出来る情報項目は、情報項目名の右側に「追加」

ボタンが表示されます。 
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表示したい情報項目毎に「追加」ボタンをクリックして地図上に情報項目を重

ねて表示します。「追加」ボタンで追加した情報項目は、「凡例と表示設定」パネ

ルに追加されます。また、地図に情報項目が重ねて表示されます。 

 
 
メモ 
重ねた情報項目は、表示している地図の縮尺に従って制御されます。「凡例と

表示設定」パネルで、グレーになっている情報項目はその縮尺では表示できない

ことを表しています。 

   
   表示出来ない縮尺の場合      表示出来る縮尺の場合 
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・ 表示している情報項目の重ね順を変更したい 

表示している情報項目は、マップの単位でまとめられています。 
「凡例と表示設定」パネルには、マップの単位で「帯」があります。（下記赤

枠部分）この「帯」の中心にある「･･･」部分をクリックしたままドラッグする

と情報項目の重ね順を変更することができます。 
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下記は、赤枠部分をドラッグして「自動車騒音常時監視地点」の下に移動した

状態です。 

 
 

メモ 
1 つのマップの中に情報項目が多い場合や、凡例項目が多い場合は、「帯」

を畳むことでドラッグがしやすくなります。 
「帯」の左端にある「^」アイコンをクリックすると情報項目パネルが畳まれ

ます。「v」アイコンをクリックすると情報項目パネルが広がります。 
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マップ内のレイヤについて、個別に重ね順を変更したい場合、「  」をクリ

ックし、レイヤを取り出して別のマップに分割します。分割したマップは個別に

並び替えることができます。取り出したレイヤを元に戻すには「  」をクリッ

クします。 

   
 

メモ 
マップの数を多くすると地図の描画速度が遅くなります。マップの表示数

は 10 件程度を目安としてください。 
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・ データをクリックして属性情報を表示したい 

マップ上のフィーチャをクリックして属性情報を確認します。地図に追加し

た情報項目の、地図上に表示されている図形をクリックすると、その図形の情報

が表示されます。この操作は、メニューバーで指定する必要はありません。 

 
 

メモ 
クリックした地点で検索された図形の件数がポップアップのタイトルに表示

されます。 
図形が重なっている場合は、「送る」ボタンで重なっている図形の情報を見る

ことができます。 

 
 

図形をクリックします。 

図形の情報を表示します。 
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また、「一覧表示」ボタンで図形の情報を一覧表示に切り替わります。 
一覧表示に切り替えた後、「個別表示」ボタンをクリックすることにより、図

形の情報を個別表示に切り替わります。 
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・ 距離や面積を計測したい 

マップ上にラインまたはポリゴンを描画し、その長さや面積を計測すること

ができます。メニューバーの「計測」をクリックすると、「計測」パネルが表示

されます。距離計測をする場合は、距離単位を指定して、「線」アイコンをクリ

ックします。 
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面積計測をする場合は、面積単位を指定して、「矩形」「多角形」「円」アイコ

ンのいずれかをクリックします。 

 
 

メモ 
作成した図形は、「図形削除」ボタンで全て削除されます。「元に戻す」ボタン

では図形単位に操作を戻します。 
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・ 指定した住所にマップを移動したい 

地名を入力して、その場所に表示範囲を移動します。 
メニューバーの「地名等検索」をクリックすると、「地名等検索」パネルが表

示されます。 
「地名検索」タブをクリックします。 

 
 
「地名を入力」テキストボックスに検索したい地名や、駅、施設名を入力して、

「検索」ボタンをクリックします。地名検索では、文字列の一部でもあいまい検

索できます。 
検索結果よりアイコンをクリックすると、検索で見つかった場所を中心に地

図が表示されます。 
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メモ 
絞り込み条件オプションを使うと、検索範囲を「都道府県」や「市区町村」で

限定することや分類（地名、地名以外）による絞り込みをすることができます。 

 
 
地名検索には国土地理院の API を利用しています。 
国土地理院の API が利用不可の場合、「地名の検索サービスにアクセスできま

せん。」のメッセージが表示され、検索を実行しても「検索結果が 0 件でした。」

と表示されます。 
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・ 表示された画面を共有したい 

EADAS 上に表示している地図情報の表示設定を他のユーザに共有すること

が出来ます。 
EADAS を操作して、共有したい地図の表示設定をします。 
「URL 出力」ボタンをクリックすると、「パーマリンクの取得」パネルが表示

されますので、URL を選択し、キーボードの「Ctrl」＋「C」キーを入力してく

ださい。 
メール等でキーボードの「Ctrl」＋「V」キーを入力すると、URL を貼り付け

られますので共有したいユーザに送付してください。 
受け取ったユーザは URL をクリックすると、表示設定した状態の画面を表示

することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
  

②URL コピーしてメール等に貼り付けて送付 

①URL 出力をクリック 

③受け取った相手がURLをクリックすると、

同じ状態の画面が表示 



環境アセスメントデータベース 

逆引ガイド 

23 
 

メモ 
「URL 出力」機能により共有される地図は、表示対象の情報が更新された

場合、更新後の情報で表示されます。そのため、必ずしも URL 出力実行時と

同一の結果とはならない場合があります。 
地図画面を長期的に保存する場合は「印刷出力」機能をご利用ください。 
また、「URL 出力」により共有できる情報は以下の通りです。 
・地図の表示位置と拡縮 
・マップ及びレイヤの表示状態（重ね順、透過率を含む） 
・計測の図形 
・作図メモ 
・図形クリック時のポップアップ表示 
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・ 透過率を設定したい 

効果的な表現をするためにレイヤを透過表示し、下位にあるレイヤを見える

ようにします。 
追加した情報項目毎に、地図上の表示の透過率を変更することができます。 
「凡例と表示設定」パネルで追加した情報の左にある「▼」「▲」アイコンを

クリックすると、10%刻みで透過率が変更され、地図上の表示が変更されます。 

 
 
 

メモ 
設定した透過率は、印刷にも反映されます。 
地図上の情報量が多く、見えにくい場合はこの透過率を変更してください。ま

た、表示・非表示を設定して、見やすくなるように調整してください。 
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・ キーワードを指定してデータを検索したい 

地図に追加した情報項目は、図形情報を入力したキーワードで検索し、条件に

合致する図形の情報を表示します。メニューバーの「情報抽出」をクリックする

と、「情報抽出」パネルが表示されます。 
「レイヤの属性条件検索」タブをクリックします。 
検索条件となる、「検索対象」「対象レイヤ」「検索文字列」をすべて指定しま

す。検索条件に合致する情報が一覧形式で表示されます。 
 

 
 
 
メモ 
「表示範囲内で検索」を有効にすると、検索対象を画面上に限定できるため、

検索を早く実行することができます。 
  

検索条件を指定します。 

一覧形式で情報を表示します。 

ダブルクリックにより地図の中心

が移動します。 
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・ 緯度経度を指定して地図を表示する 

緯度経度を指定して地図を表示する場合は、「地名等検索」パネルの「緯度経

度検索」タブをクリックします。 

 
 
「緯度経度検索」パネルの「緯度」「経度」テキストボックスに検索したい

値を入力して、「検索」ボタンをクリックします。 
検索で見つかった場所を中心に地図が表示されます。 
 

メモ 
「検索」ボタンをクリックする前に、「中心十字線」にチェックを入れると、

見つかった場所を中心十字線で表示することができます。 
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○ 高度な操作 
・ 等距離圏の領域( バッファー) を作成したい 

対象のフィーチャから特定の距離圏のバッファ ポリゴンを作成します。 
地図画面上に作成したメモや図形にバッファを作成することができます。 
バッファを作成するときは、メニューバーから「作図・メモ」をクリックしま

す。 
バッファは作成したメモを中心に作成されるため、まずは矩形、多角形、点、

線、円のメモを作成します。 
次にバッファを作成したいメモを地図画面上でダブルクリックして選択状態

（編集状態）にして、色、距離、距離単位を設定します。 
「バッファ作成」ボタンをクリックすると、図形に指定した形状の外縁から所

定の範囲がバッファとして作成されます。 
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バッファを削除したい場合は、メモを選択状態（編集状態）にして「バッファ

削除」ボタンをクリックします。 

 
 
メモ 
等角航路で作成した図形からバッファを作成する場合、図形からの距離は

図形の上端と下端の中間の緯度を基準として作成されます。（図形の上端が北

緯 45 度、下端が北緯 35 度の場合、図形からの距離は中間の北緯 40 度を基準

として作成されます。） 
Web メルカトル図法では高緯度ほど地図が引き伸ばされるため、中間の緯

度から離れた位置では入力した距離と作成したバッファに誤差が発生しま

す。 
広域の地図上で作図する場合や、図形からの距離に誤差が生じないような

正確なバッファを作成したい場合は、大圏航路に設定して図形やバッファを

作成してください。 
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・ 円・四角形を作図したい 

地図画面上に、メモや図形を記入することができます。 
メモや図形はブラウザを閉じると消えてしまいますが、利用している PC に

保存し、次回利用時に保存した情報を読み込むことができます。また、他のユー

ザに渡して読み込んでいただくこともできます。 
メニューバーの「作図メモ」をクリックすると、「作図・メモ」パネルが表示

されます。 
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図形メモを記入する場合は、図形アイコンをクリックし、「図形編集」パネル

を表示します。 

 
 
「図形編集」パネルより、図形のスタイルを設定し、地図上で作図します。 

 
  



環境アセスメントデータベース 

逆引ガイド 

31 
 

テキストメモを記入する場合は、テキストアイコンをクリックし、「テキスト

編集」パネルを表示します。 

 
 
「テキスト編集」パネルより、テキストの文言・スタイルを設定し、地図上に

メモを記入します。 
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・ 図形の形状を変更したい 

図形の頂点を移動、追加、削除して、形状を変更します。 
地図画面上に作成したメモや図形は、ダブルクリックで選択、再編集をするこ

とができます。 

 
 

 
 

編集したい図形をダブルクリックします。 

図形の構成点が表示されます。 

マウスでドラッグすることで形状を変更

できます。 

「図形編集」パネルが表示されます。 
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メモ 
「元に戻す」ボタンをクリックすると、一度確定した図形を確定前の状態に戻

すことができます。（ただし、図形から作成したバッファは「元に戻す」機能

の対象外のため、元に戻すことはできません。） 

 
 

・ 属性情報を一覧表示したい 

地図に追加した情報項目は、地図上に表示されている図形を範囲指定すると、

その図形の情報を表示します。メニューバーの「情報抽出」をクリックすると、

「情報抽出」パネルが表示されます。 
情報抽出の方法として、レイヤの空間検索、レイヤの属性情報検索、行政区単

位検索、の３種類の検索機能を用いて、属性情報の一覧結果を表示します。 
 

 
 

ドラッグで範囲指定します。 
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・ 属性テーブルを CSV データに出力したい 

属性テーブルを CSV ファイル（*.csv）形式に変換します。 
地図に追加した情報項目は、地図上に表示されている図形を範囲指定すると、

その図形の情報を表示します。メニューバーの「情報抽出」をクリックすると、

「情報抽出」パネルが表示されます。 
 
範囲指定する形状「矩形」「多角形」「点」「円」「メモから」を指定（クリック）

し、地図上をドラッグして範囲指定します。 
範囲指定に含まれる（交差している場合も該当します）、情報が一覧形式で表

示されます。 

 
 
検索結果画面の CSV 出力ボタンをクリックすると、CSV ファイルが出力さ

れます。 
 
メモ 
範囲指定の図形が多くの情報を囲む形になると、検索に時間がかかります。な

るべく、範囲を絞って指定します。 
 
  

ドラッグで範囲指定します。 

一覧形式で情報を表示します。 
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・ KML、GeoJSON ファイルを作成したい 

KML ファイルは、Google Earth や Google マップで地理情報を表示するた

めの規格です。EADAS では、データに表示設定の情報を含めた状態で KML に
変換できます。 

 

記入した図形メモ、テキストメモは、「メモを保存」ボタンをクリックすると、

メモデータを利用している PC に保存することができます。 
保存したメモは、「メモを読み込み」ボタンから読み込みたいファイルを選択

することで、再描画できます。 

 
 
「KML ファイル」「GeoJSON ファイル」で保存したメモは「図形編集」パネ

ルの航路の設定状態にかかわらず、必ず等角航路の図形として保存されます。メ

モを読み込んだ後に大圏航路に変更することは可能です。なお、大圏航路選択中

は図形の移動・端点編集が不可となります。 
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・ 作成した KML、GeoJSON ファイルを取り込みたい 

KML ファイルは、Google Earth や Google マップで地理情報を表示するた

めの規格です。EADAS では、EADAS 以外で作成した KML や GeoJSON を表

示することができます。 
 
「メモを読み込み」ボタンから読み込みたい KML や GeoJSON ファイルを

選択することで、表示することが出来ます。 
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・ 地図を PDF や画像に出力したい 

作成した地図を PDF や画像ファイルに出力します。 
メニューバーの「印刷出力」をクリックすると、印刷画面が表示されます。 
印刷画面より「出力形式」を変更することで、PNG 形式、JPEG 形式、PDF

形式で出力することが出来ます。 
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・ 方位記号、印刷タイトルを追加したい 

地図の補助情報である方位記号や印刷タイトルを追加します。 
メニューバーの「印刷出力」をクリックすると、印刷画面が表示されます。 
印刷画面の方位記号、印刷タイトルを編集することで、印刷物に方位記号、印

刷タイトルが表示されるようになります。 
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○ 操作事例 
・ 任意の範囲の風力発電所リストを作成する 

 

 
 
 

①「情報抽出をクリック 

②「情報抽出」ウインドウが表示される 

③図形を選択 
（メモから任意図形の設定も可能） 

④画面上でドラッグして 
範囲を選択 
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⑤選択した範囲の情報が抽出され、 
「検索結果」ウィンドウにリストが表示される ⑥抽出した情報のリスト 

を CSV ファイルで出力 
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・ 事業実施想定区域を作成する 

 

 
 

 
 
 

 

①「作図メモ」をクリック 

②図形を選択 

③「図形編集」ウインドウが表示される 

④色・線種・サイズ等を選択 

⑤「多角形」を選択し、クリック

しながら図形を描いていく。 

ダブルクリックで完了 

⑥描画した図形を削除したい場合は、

ゴミ箱アイコンをクリックする。 
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一度確定した「メモ（図形）」の

操作を確定前の状態に戻す 

⑦描画した図形情報を保存する 

（DAT、KML、GeoJSON形式） 

保存形式を選択します。 

⑧所定のフォルダに保存される 
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・ 環境配慮施設までの距離を測る 

 

 
 

 
  

①計測をクリック 

②「計測」ウインドウが表示される 

③単位や線種等を選択 

④線を選択 

⑤ドラッグすると、計測値が表示される 



環境アセスメントデータベース 

逆引ガイド 

44 
 

・ 印刷する 

 

 
 

 
  

①印刷出力をクリック 

②印刷画面が表示される 

③用紙サイズ、出力形式、印刷

タイトル等を選択・入力 ④印刷を実行 
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⑤ファイル名を付けて保存する 
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・ 行政区内の情報を検索して地図を確認する 

 

 
 
  

①「情報抽出をクリック 

②「情報抽出」ウインドウが表示される 

③行政区（都道府県、市区町村）を選択 

④「検索」をクリック 
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⑤検索した行政区の情報が抽出され、 
「検索結果」ウィンドウにリストが表示される 

⑦リスト上でクリックした情報を中心に

地図が移動する 

⑥リストより地図に表示したい情報をクリック 
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